
137Cs : 396.3±7.3 Bq kg-1

(2017年11月)

137Cs : 14.6±1.1 Bq kg-1

(2017年11月)

137Cs : 262.5±5.4 Bq kg-1

(2017年11月)

137Cs : 238.2±4.3 Bq kg-1

(2017年11月)

137Cs : 281.3±5.7 Bq kg-1

(2017年11月)

深度分布分析
試料採取地点

定点観測地点

サンプリング道具

における

【研究の目的】137Csの半減期である30年後まで正確に生田校舎の土壌中
放射性セシウムをモニタリングし、挙動と存在形態を調査していきたい。

250 km

明治大学（生田）

福島第一原子力発電所（FDNPP）事故によって
放出された放射性核種が明治大学でも観測されました

放射性セシウム（Cs）の環境動態

✓ 放射性Csはエアロゾルに吸着して移行

✓ 事故によって大量の放射性Csが放出

γ線スペクトロメトリで分析

福島第一
原子力発電所

掘る

詰める

振る

測る

ねじ口式U-8 容器
（68 mm×50 mmf）

土壌試料の採取

KOI Lab.  Meiji Univ. 『2020年度明治大学環境展』
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採取した土壌の深度別放射能濃度

環境試料（大気粉塵、土壌、
河川水、底質、鉱物）中の
放射性核種の観測を続け、
地球環境のいま、
そして未来について

考えていきます。

⚫土壌深部へ浸透？
⚫土壌内の放射性

Cs の存在形態や
構成物質に違い？
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土壌表層中137Cs存在形態のモニタリング*
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28% 表層 5 cm の
土壌中 137Cs は、
すべてOX と RES 
で存在⇒不溶性
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*: 越智康太郎ら, 分析化学, 66, 175-180 (2017).


